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◇
　
変
化
す
る
世
界
の
教
育

　

昨
今
、
世
界
各
国
で
、
学
校
教
育
の
あ
り
方
が
急
激
に

変
化
し
て
い
ま
す
。
よ
り
自
由
な
教
育
、
今
ま
で
と
は
違

う
新
し
い
教
育
を
望
む
親
が
増
え
、
他
と
は
特
徴
の
異
な

る
私
立
の
学
校
に
人
気
が
出
て
い
る
の
は
世
界
の
ト
レ
ン

ド
で
す
し
、
移
民
の
増
加
に
よ
り
、
多
く
の
国
が
既
存
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
更
、
修
正
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
八
年
、
一
家
で
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
に
引
っ
越

し
て
き
た
我
が
家
は
、
小
学
生
の
次
男
が
日
本
の
公
立
小

学
校
に
一
年
半
ほ
ど
通
い
ま
し
た
。
日
本
語
で
学
習
し
た

こ
と
の
な
い
次
男
の
た
め
に
、
私
が
学
校
に
付
き
添
っ
て

い
た
時
に
見
た
日
本
の
学
校
教
育
現
場
に
対
し
て
感
じ
た

こ
と
を
、
ア
メ
リ
カ
の
学
校
教
育
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
書

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
◇
　
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
学
校
教
育
の
比
較

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
州
に
よ
っ
て
、
ま
た
地
域
に
よ
っ
て

学
校
制
度
が
違
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州

の
小
学
校
で
キ
ン
ダ
ー
か
ら
二
年
生
ま
で
、
日
本
の
小
学

校
三
年
生
か
ら
四
年
生
ま
で
を
過
ご
し
た
次
男
の
学
校
で

の
経
験
を
も
と
に
、
特
に
目
立
っ
た
違
い
の
あ
る
項
目
を

四
つ
選
び
、
比
較
し
て
い
き
ま
す
。

　
①
　
自
主
性
＝
創
造
性
（
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
）

　

ア
メ
リ
カ
の
学
校
で
は
、
自
分
の
意
見
を
自
分
の
言
葉

で
表
現
す
る
こ
と
が
一
番
大
事
な
こ
と
だ
と
生
徒
に
教
え

ま
す
。
答
え
が
正
し
い
か
ど
う
か
よ
り
も
、
そ
の
答
え
が

導
か
れ
た
論
理
を
、
生
徒
が
的
確
に
表
現
で
き
る
か
ど
う

か
を
重
要
視
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
生
徒
も
、
正
答
誤
答

に
心
を
奪
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
論
理
で
し
っ
か
り

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
姿
勢
は
、
授
業
中
の
質

問
に
も
現
れ
て
い
て
、
生
徒
が
間
違
え
る
こ
と
の
少
な
い

「
オ
ー
プ
ン
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
」
の
形
を
取
る
こ
と
が
多
い

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
生
徒
が
自
由
に
考
え
た
こ
と
を
発
表

で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
小
学
校
で
は
、
自
主
的
に
発
言
す
る
子
供
が
そ

れ
ほ
ど
多
く
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
教
室

で
見
ら
れ
る
、「
と
に
か
く
自
分
の
考
え
を
聞
い
て
欲
し

い
！
」
と
い
う
態
度
で
は
な
く
、
自
分
の
考
え
が
合
っ
て

い
る
か
ど
う
か
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
発
表
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
し
た
。

い
ま
教
育
の
現
場
か
ら（
46
）

　

ま
た
、「
ノ
ー
ト
を
取
る
」
作
業
に
追
わ
れ
て
、
生
徒

が
自
分
で
考
え
る
時
間
が
十
分
に
な
い
よ
う
に
見
え
ま

す
。
私
の
次
男
は
ア
メ
リ
カ
で
二
年
生
を
終
了
し
た
時
点

で
日
本
に
来
た
の
で
、
ノ
ー
ト
を
取
っ
た
経
験
は
な
く
、

こ
れ
に
は
最
後
ま
で
慣
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。日
本
で
は「
黒

板
に
書
か
れ
た
こ
と
を
写
す
」
こ
と
が
「
ノ
ー
ト
を
取
る
」

と
同
義
で
す
が
、ア
メ
リ
カ
で
「
ノ
ー
ト
を
取
る
」
と
は
、

「
教
師
の
説
明
を
自
分
の
わ
か
り
や
す
い
言
葉
や
図
に
直

し
て
書
く
」
こ
と
と
定
義
さ
れ
ま
す
。
よ
っ
て
、
そ
の
ス

キ
ル
が
身
に
付
く
ま
で
は
、
対
話
と
視
覚
的
教
材
を
使
用

す
る
授
業
が
標
準
に
な
り
ま
す
。

　
②
　
責
任
の
所
在

　

ア
メ
リ
カ
の
学
校
の
多
く
は
、
教
員
、
教
員
補
助
、
事

務
職
、
副
校
長
、
校
長
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス

ク
ー
ル
心
理
学
者
の
チ
ー
ム
で
機
能
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ク
ー
ル
心
理
学
者
は
生
徒
の
発
達
度
合
い
を
判
定

し
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
生
徒
の
学
校
内
の
問
題
、

成
績
、
進
路
、
家
庭
の
問
題
な
ど
に
幅
広
く
対
応
し
ま
す
。

　

い
じ
め
や
暴
言
な
ど
の
問
題
行
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、

校
長
か
副
校
長
が
対
処
し
ま
す
。
公
立
の
小
学
校
で
も
校

長
は
停
学
の
処
分
を
言
い
渡
せ
る
権
限
が
あ
り
、
問
題
行

動
を
取
る
子
供
の
親
と
学
校
と
の
連
絡
は
迅
速
で
す
。

　

こ
の
役
割
分
担
が
整
っ
て
い
る
た
め
、
教
員
は
授
業
を

教
え
る
こ
と
に
専
念
し
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
教
員
は
自
分

の
専
門
の
学
年
を
決
め
て
お
り
、
毎
年
、
同
じ
学
年
を
担

当
し
ま
す
。
指
導
要
項
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
更
に
伴
う

教
員
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
頻
繁
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
担
当

学
年
が
決
ま
っ
て
い
れ
ば
、
教
員
の
負
担
も
少
な
い
よ
う

　
　

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
律
子

日
米
の
比
較
で
見
る
日
本
の
学
校
教
育
の
課
題
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に
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
音
楽
や
体
育
、
美
術
な
ど
は
、
専
門
の
教
員
が

教
え
ま
す
。
役
割
分
担
を
明
確
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
専

門
の
知
識
を
最
大
限
生
か
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
学

校
に
関
わ
る
全
て
の
人
に
と
っ
て
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い

ま
す
。
日
本
の
小
学
校
で
は
、
担
任
を
持
つ
教
員
の
役
割

が
幅
広
く
、
負
担
が
一
極
集
中
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

し
た
。

　
③
　
不
登
校

　
「
不
登
校
」
と
い
う
概
念
は
ア
メ
リ
カ
に
あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
に
行
か
な
い
選
択
を
す
る
子
（
大
半
は
親
の
教
育
理

念
や
宗
教
的
理
由
に
よ
る
）
は
、
ホ
ー
ム
ス
ク
ー
ル
用
の

オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
な
ど
を
使
用
し
、
学
校
と
同
様
に
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
こ
な
せ
ま
す
。
体
育
や
音
楽
の
授
業
は
、
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
や
自
治
体
の
施
設
な
ど
で
、
ホ
ー
ム
ス
ク
ー
ル
用

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
学
校
と

ホ
ー
ム
ス
ク
ー
ル
を
半
々
に
で
き
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ス

テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
学
区
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
の
不
登
校
児
童
生
徒
が
問
題
児
と
み
な
さ
れ
、
社

会
の
シ
ス
テ
ム
の
外
に
置
か
れ
て
い
る
現
況
に
は
違
和
感

を
感
じ
ま
す
。
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
も
繋
が
る
考
え

で
す
が
、す
べ
て
の
子
供
た
ち
が
教
育
を
受
け
る
た
め
に
、

学
校
以
外
の
学
び
の
場
を
設
け
る
こ
と
は
、
今
の
時
代
、

そ
れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
に
こ
の
一

年
間
、
感
染
症
の
流
行
で
、
民
間
の
教
育
機
関
で
は
オ
ン

ラ
イ
ン
教
育
の
シ
ス
テ
ム
も
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。
日

本
で
は
、「
学
校
に
行
く
こ
と
」
が
、「
学
習
す
る
こ
と
」

よ
り
も
大
き
な
義
務
教
育
の
目
的
の
よ
う
な
印
象
を
受
け

ま
し
た
。

　
④
　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

　

心
身
の
発
達
度
合
い
が
標
準
的
で
な
か
っ
た
り
、
外
国

か
ら
移
住
し
て
き
た
子
供
た
ち
も
、
み
ん
な
同
じ
ク
ラ
ス

で
学
ぶ
ス
タ
イ
ル
は
、
ク
ラ
ス
の
人
数
、
教
員
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
様
々
な
要
素
が
重
な
り
、
初
め
て
達
成
さ
れ

る
も
の
で
す
。
日
本
で
も
、
最
近
は
移
民
の
数
が
急
速
に

増
え
て
い
ま
す
。
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
は
今
後
、
世
界

の
他
の
先
進
国
と
同
じ
よ
う
に
重
要
に
な
っ
て
い
く
で

し
ょ
う
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
現
在
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
変

更
が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、
移
民

の
子
供
に
対
す
る
教
育
の
観
点
か
ら
見
て
い
き
ま
す
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
が
行
っ
て
い
る
Ｐ

Ｉ
Ｓ
Ａ
（
生
徒
の
学
習
到
達
度
調
査
）
の
最
新
結
果
（
二

〇
一
八
年
）
を
見
る
と
、
日
本
は
読
解
、
数
学
、
科
学
す

べ
て
の
分
野
で
良
い
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
日
本
は
移
民
の
生
徒
の
割

合
が
全
体
の
一
％
未
満
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
方
、
ア

メ
リ
カ
の
移
民
生
徒
の
割
合
は
二
三
％
（
一
世
お
よ
び
二

世
）
な
の
で
、
単
純
に
テ
ス
ト
結
果
を
比
較
す
る
こ
と
は

困
難
で
す
。
全
体
と
し
て
見
る
と
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
結
果
が

上
位
（
三
分
野
そ
れ
ぞ
れ
一
一
位
以
上
）
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加

盟
国
の
う
ち
、
移
民
生
徒
の
割
合
が
六
・
五
％
未
満
の
国

は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
韓
国
、
日
本
の
み

で
す
。
移
民
の
生
徒
が
ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
中
、
日
本
の
順
位
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
は
、

今
後
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
進
め
方
に
よ
る
で
し
ょ

う
。

　

日
本
の
子
供
た
ち
が
、
様
々
な
文
化
を
持
つ
子
供
た
ち

と
共
に
学
習
す
る
こ
と
は
、
島
国
で
多
様
性
を
学
ぶ
の
に

良
い
機
会
で
す
。
そ
の
機
会
を
有
効
な
も
の
に
で
き
る
か

ど
う
か
は
、
移
民
の
子
供
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
る
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
か
ら
は
、
参
考
に
な

る
調
査
結
果
、
資
料
な
ど
が
出
て
い
ま
す
。
国
と
し
て
の

制
度
が
設
定
さ
れ
る
前
で
も
、学
校
関
係
者
が
目
を
通
し
、

教
育
現
場
に
移
民
を
受
け
入
れ
る
際
に
有
益
な
情
報
を
掴

ん
で
お
く
こ
と
は
後
々
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

　

次
男
の
通
っ
た
小
学
校
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
私
が

通
っ
て
い
た
頃
と
施
設
、
設
備
が
何
一
つ
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。私
に
は
懐
か
し
い
感
じ
も
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
時
代
に
生
き
る
子
供
た
ち
を
指
導
す
る
た
め
に
は
、

教
育
現
場
も
常
に
変
化
し
て
い
る
社
会
に
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
、
世
界

の
教
育
事
情
の
情
報
が
手
に
入
る
今
、
日
本
の
教
育
現
場

も
、
世
界
と
繋
が
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
の
生
き
方
を
、

子
供
た
ち
に
示
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
律
子
（
あ
ん
ど
り
ゅ
ー
す
　
り
つ
こ
）      

　

江
別
市
在
住
。
英
語
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
大
学
院
留

学
で
渡
米
後
、
日
米
各
地
に
居
住
し
、
二
〇
一
八
年
家
族
で

北
海
道
に
Ｕ
タ
ー
ン
移
住
。高
校
生
と
小
学
生
の
息
子
二
人
、

日
米
を
行
き
来
し
な
が
ら
仕
事
を
す
る
夫
と
四
人
暮
ら
し
。

活
動
の
詳
細
はenglishhokkaido.com

で
。


